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　4月号でお知らせしていました、ICU、救命救急センター病棟に入院されま
した患者さんご家族の待合室がご利用できるようになりました。
　待合室には、自動販売機やコインロッカーを備えゆっくりとお待ちいただ
けるスペースとしています。

　当院では平成19年度からお盆の8月13日から15
日の3日間を休診日としてきましたが、本年度は8月
15日（金）のみを休診日とすることとしましたのでお
知らせします。
　なお、平成27年度以降の休診日につきましては
決定次第お知らせします。

広くなった患者家族待合室をご利用ください！
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問合せ先　呼吸器・化学療法内科医局　TEL（0853）20-2580

　4月号でお知らせしていました、ICU、救命救急センター病棟に入院されま
した患者さんご家族の待合室がご利用できるようになりました。
　待合室には、自動販売機やコインロッカーを備えゆっくりとお待ちいただ
けるスペースとしています。

　当院は、地域の皆様の命と健康を守り、患者の皆様には最適な療養環境を提供するという社会的使
命を担っております。
　平成19年から病院敷地内（屋内外）は全面禁煙としてまいりましたが、平成27年4月1日からは、病
院敷地に隣接する医学部も含め出雲キャンパス全敷地内を全面禁煙とすることにいたしました。
　なお、当院では禁煙外来を設けるなど、禁煙への支援にも積極的に取り組んでおりますので、禁煙が
出来なくてお困りの方は受診して下さい。
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Clinical department special feature

神経内科

診療科特集

神経内科　診療科長　山口　修平
やまぐち　しゅうへい あきやま　やすひこ

　脳神経血管内手術は、『切らずに治す』ことで近年急速な進歩を遂げている脳血管疾患に対するカ

テーテル治療です。当院は、日本脳神経血管内治療学会認定指導医を擁する全国でも先進的な治療

施設です。

　脳神経血管内手術では、①脳動脈瘤（クモ膜下出血）、②脳梗塞の原因となる脳血管狭窄、③脳脊髄

血管異常（動静脈奇形など）、④脳梗塞を起こした閉塞脳血管（超急性期血行再建術）などを治療します。

　この治療に適した患者さんがいらっしゃいましたら是非ご紹介ください。

　

　血管内手術は低侵襲なために高齢の患者さんには有利な治療法です。

　当科で昨年１年間に実施した手術数 296 件のうち 68 件が血管内手術でした。血管内手術の重要性

は年々高くなっています。

脳神経外科 脳神経外科　診療科長　秋山　恭彦

0853-20-2381
0853-20-2487（A病棟５階）
0853-20-2198
0853-20-2194
sannai@med.shimane-u.ac.jp
http://www.shimane-u-internal3.jp/

　神経内科が関わる疾患は非常に多岐にわたりますが、頻度が高い

疾患は脳卒中です。当院では、急性期脳梗塞に対して血栓溶解治療

薬（t-PA）が認可されて以降、積極的に投与を行っています。発症後

4.5 時間以内であれば治療の適応になる可能性があり、約 3 割の患

者さんにおいて完全回復が望めます。リスクを有する患者さんに対

しては当科への早期受診のご指導をよろしくお願いいたします。

　認知症疾患に関しては当科が認知症疾患医療センターの中核と

なって、精神科神経科と共に物忘れ外来を実施し、認知症の鑑別診

断を行っております。認知症は早期の治療開始が望ましく、高齢化

と共に増加が著しいため、早期の鑑別と治療が必要であります。早

い段階で紹介いただければ幸いです。

　パーキンソン病や多系統萎縮症に対しては反復経頭蓋磁気刺激治

療（写真）を積極的に行っています。薬剤に対する反応が十分でないよ

うな例で効果が期待できます。さらにパーキンソン病に対する深部

脳刺激治療も、脳神経外科と共に 1年以内にスタートする予定です。

　今後とも神経内科の診療にご支援の程よろしくお願い申し上げます。
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0853-20-2386
0853-20-2488（B病棟５階）
0853-20-2245
0853-21-8954
nogeka@med.shimane-u.ac.jp
http://shimane-u-neurosurgery.jp/
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狭窄部にステントを留置しバル

ンで血管拡張を行います。

治療中に発生する塞栓はフィル

ターなどで捕捉し治療中の脳梗

塞発生を回避します。

治療は局所麻酔で約１時間です。

治療前 治療過程 治療後

脳梗塞を起こす頸動脈狭窄に対する頸動脈ステント留置術

反復経頭蓋磁気刺激治療
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　当院は、治験推進施設として、内科・皮膚科・外科・泌尿器
科・精神科神経科・眼科・麻酔科など、様々な領域の治験を実
施しています。
　治験に関する情報は、ホームページ  
http://www.med.shimane-u.ac.jp/hospital/tiken/toppageで
公開していますが、創薬ボランティア（治験にご協力いただける方）
を募集中の治験などについて、一部、ご紹介いたします。

該当する患者さんがおられましたら、ぜひ、当院へご紹介いただきますようお願いいたします。

島大病院では

幅広い疾患領域に対する
治験を実施しています!

～神経内科領域／精神科神経科領域～

問合せ先 臨床研究センター治験管理部門
TEL：0853-20-2492　FAX：0853-20-2495　E-mail：tiken@med.shimane-u.ac.jp

試験名 対象疾患 診療科 主な選択基準 主な除外基準 治験
参加期間

募集期間
（予定）

神経内科

精神科
神経科

アルツハイ
マー型認知
症患者を対
象としたSUN 
Y7017（メマン
チン塩酸塩）
の製造販売後
臨床試験

□50歳以上
□MMSEスコア1～14点、
     SIB-Jスコア30～85点
□コリンエステラーゼ阻害薬を
    9ヶ月以上服薬継続（直近4週間 
　はドネペジル塩酸塩を服用)して
　いる歩行可能(補助器具使用可)
　な外来患者
□通院時に日中週3日以上お世話
　をしている同一の介護者が毎回
　同伴いただける患者

□メマンチン塩酸塩(メマリー)の服用歴
　がある患者
□血管性認知症
□重度の精神障害･腎機能障害・肝機能
　障害・心機能障害、重大な神経疾患

□精神病性障害、双極性障害、認知障害、
　DSM-IV-TR第Ⅱ軸の障害、物質の乱用・
　依存のある患者
□初回精神病エピソード、治療抵抗性の
　統合失調症の患者
□BMIが17未満又は35を超えている患者
□臨床的に問題となる循環器疾患のある
　患者
□失神の既往のある患者
□白内障、けいれん性疾患、脳卒中などの
　既往歴・合併のある患者
□遅発性ジスキネジア、セロトニン症候群、
　悪性症候群、SIADHの既往歴のある患者

□20歳以上64歳以下の同意能力を
　有する患者
□1年以上前に統合失調症の診断
　をうけている患者
□SCI-PANSSの総スコアが80以上
　120以下（陽性症状2項目が4点以
　上）の患者
□身体的診察、バイタルサイン、臨
　床検査結果、心電図結果が正常
　な患者
□同意取得日(翌日)から投与2週後
　まで入院可能な患者

MP-214の統
合失調症患
者を対象とし
たプラセボ
対照二重盲
検比較試験

中等度及
び高度ア
ルツハイ
マー型認
知症

平成26年
9月末まで
(予定)

平成27年
2月末まで

36週間

約18週間（治療
期間6週)、希望者
は終了後、継続
長期投与試験
（治療期間48週+
安全性追跡期間
12週）への参加
可能。

統合失調
症
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自分のがんやご家族のがんでお悩みの方  

がん体験者である「ピアサポーター」  に  

その思いを話してみませんか？  

●  問い合わせ先

 

島根大学医学部附属病院  

がん患者・家族サポートセンター         

TEL/FAX （0853）20-2545 

相談会では、乳がん・卵管がん・口腔がん      

胃がん・肺がん・前立腺がん・甲状腺がん      

胆管がん・大腸がん・直腸がんを経験した     

がんピアサポーターが対応します。  

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

今 ま で 通 り

の 生 活 が で

きるかな・・。 「がん」といわれ

どうしていいのか

わからない・・。  

●  島根県がんピアサポーターとは  

 

ピアとは「仲間」という意味です。「ピアサポー

ター」は、がんを体験した仲間（ピア）として

自分の体験を生かし、同じ立場でがん患者さん

をサポートする人のことです。  

島根県がんピアサポーターは島根県が実施する

研修プログラム（約 30 時間＋実習）をすべて

修了したがん体験者です。  

会 場  

対 象  

日 時  

主催  / 国立大学法人  島根大学  ・ 島根県      

外来中央診療棟 3 階  カンファレンスルーム「だんだん」 

相談は無料で す 

プライバシーは守ります 

 

電話による相談会予約を受け付けます。  

  電話 （0853）20-2545 
★相談会は事前予約をされて  

いない方も参加可能です。  

平成 26 年度 第３回 

島根県がんピアサポーター相談会 

島根大学医学部附属病院  

がん患者さん･ご家族など 




